
奈良大学在職期間 ～ 現在に至る 氏名 永井　一彰

最終学歴

取得学位

所属学会

専門分野

研究課題

【研究上の特記事項】

【教育上の特記事項】

【社会的活動】　

加茂町公平委員・相楽広域事務組合公平委員

（学会）　日本近世文学会、俳文学会
（研究会）京都俳文学研究会、大阪俳文学研究会、東海近世文学研究会

板木・版本をベースとする近世京都の出版機構の研究

大谷大学大学院文学研究科博士課程単位取得満期退学

文学修士

近世の俳諧、近世の出版

 平成14～16年度　　教 育 研 究 業 績 書

1978年

藤井文政堂・佛光寺・竹苞書楼蔵の板木の調査研究を行い、藤井文政堂蔵西川祐信絵本『絵本若草山』
の板木については平成14年10月11日に、佛光寺蔵『因果物語』の板木については平成15年10月1日に、佛
光寺蔵『撰集抄』の板木については平成16年9月3日記者発表を行い、いずれも全国的に報道されて大き
な反響を呼んだ。また、福持通氏から奈良大学へ寄贈のあった竹久夢二の著作集について、平成17年2月
22日に記者発表を行ない、こちらも大きな反響を呼んだ。

担当の講義では、学生に板木・版本・浮世絵・一枚刷りなど生の資料を触らせるよう心がけ、学生の知
的好奇心の向上に努めた。

【研究成果の社会的還元】池田市民講座講師・京都朝日カルチャーセンター講師・岐阜県立多
治見北高校で講演・俳人協会関西夏季俳句指導講座で講演・池田郷土史学会で講演・佛光寺春
安居で講演・大塩事件研究会にて講演・仏教図書館協会研修会で講演

【学会活動】　俳文学会委員

　【学内活動】

国文学科主任・文学部広報アドバイザー（学部長指名）・文学部人事委員・文学部及び全学入
試委員
研究所運営委員・文学部及び全学企画委員兼自己点検委員・総合研究所所長、狂言研究会顧問
和装クラブ顧問



（学術論文）
①「芭蕉」という利権
（一）

単著 芭蕉関係の書物の出版
権は近世の本屋にとっ
て大きな利権であった
という観点から、安永3
年の初版以後約100年近
いロングセラーとなっ
て行った小本『俳諧七
部集』の出版経緯と、
その後の再刻・再版事
情について考察した。

②佛光寺の板木 単著 佛光寺の太子堂回廊下
に保存されていた板木
の中から仮名草子数種
の板木の概略を紹介
し、特に板木が揃いで
残っていた『因果物
語』（平仮名12行本）
の版権移動について考
察を加えた。

③「芭蕉」という利権
（二）

単著
安永3年初版の小本『俳
諧七部集』の重類版
（海賊版）9種について
調査し、100年近くに及
ぶ正規版元と重類版版
元との遣り取りを整理
して、「芭蕉」という
利権が如何に大きなも
のであったかを浮き彫
りにした。

④「芭蕉」という利権
（三）

単著 七部集の注釈書である
文政6年刊『七部大
鏡』、また文政10年刊
『芭蕉翁句解参考』な
どの芭蕉発句の注釈書
が、俳諧七部集・芭蕉
翁発句集の正規版元か
ら重類版と見做され、
その版権が正規版元に
取り込まれて行く実態
を調査し、「芭蕉」と
いう利権が際限なく膨
らんで行く様を詳述し
た。

発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名称

発行又は
発表の年月

単著､
共著
の別

概　　　　　　　要

2004年2月
（平成16）

2004年3月
（平成16）

2005年3月
（平成17）

著書､学術論文等の名称

『奈良大学紀要』31号（奈
良大学刊）

『日本古書通信』895号
（日本古書通信社刊）

『奈良大学総合研究所所
報』12号（奈良大学総合研
究所刊）

『奈良大学総合研究所所
報』13号（奈良大学総合研
究所刊）

2003年3月
（平成15）



（その他）

①『七部大鑑』の版権 口頭発表 七部集の注釈書である
文政6年刊『七部大
鏡』、また文政10年刊
『芭蕉翁句解参考』な
どの芭蕉発句の注釈書
が、俳諧七部集・芭蕉
翁発句集の正規版元か
ら重類版と見做され、
その版権が正規版元に
取り込まれて行く実態
を調査し、「芭蕉」と
いう利権が際限なく膨
らんで行く様について
詳述した。

俳文学会第56回全国大会
（於・ウエルサンピア伊
賀）での口頭発表

2004年10月2日


